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(57)【要約】
　混合用のボウル３０のための台座２０と、電気モータ
と、ボウル３０の上方に配置された回転駆動差込口６０
であって、駆動差込口６０により支持されたソケット６
２からボウル３０内に吊り下げられるツール１２に混合
作用を付与することを可能にする駆動差込口６０と、駆
動差込口６０を取り囲み、または実質的に取り囲み、光
を混合用のボウル３０内に向けるように配置された照明
手段７０，７２，７４，７６と、を有する駆動システム
とを備えるスタンドミキサー装置。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　混合用のボウルのための台座と、
　電気モータと、
　前記ボウルの上部に配置された回転駆動差込口であって、当該回転駆動差込口によって
支えられるソケットから前記ボウルの中に差し込まれるツールが混合動作を行うようにす
ることができる回転駆動差込口と、前記駆動差込口を取り囲み、または実質的に取り囲み
、光を混合用の前記ボウルに向けるように配置された照明手段と、を含む駆動システムと
、
を備えるスタンドミキサー装置。
【請求項２】
　前記照明手段は、１または複数の拡張光源を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記照明手段は、複数の個別の電動光源を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記照明手段は、前記駆動差込口を取り囲む単一の透明な筐体に組み込まれた１または
複数の光源を含む、請求項１から３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項５】
　前記筐体またはその上の環状のキャップは、均一な照明のために発光を最適化するよう
に構成された光学手段を備える、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記光学手段は、光ガイドまたはレンズのうちの１つを含む、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　カバーは、前記ボウルに対して提供され、前記カバーは、前記照明手段からの照明を前
記ボウルに伝えるように構成されている、請求項１から６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項８】
　前記カバーは、前記照明手段からの照明がそれを通して通過することができる環状の窓
領域が形成されている、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記窓領域は、前記カバーに形成された開孔を含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記窓領域は、前記ボウルの照明を強化するために、レンズまたは光ガイドとして形成
された１または複数の光学要素を含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記照明手段を制御するように構成された制御部をさらに有する、請求項１から１０の
いずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記照明手段を駆動すること、および前記照明手段により提供される輝
度レベルを変化させることの少なくともいずれかを行うように配置される、請求項１１に
記載の装置。
【請求項１３】
　前記制御部は、前記駆動差込口の位置、周囲光のレベル、ユーザ入力、前記スタンドミ
キサーの電力消費、および前記照明手段の照明レベルのうち少なくとも１つに基づいて前
記照明手段を制御するように構成されている、請求項１１または１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記制御部と通信し、前記駆動差込口の前記台座に対する相対的な位置または位置の変
化、周囲光レベルまたは周囲光レベルの変化、ユーザ入力、前記ミキサーおよび前記照明
手段の少なくともいずれかの消費電力または消費電力の変化、前記照明手段の照明レベル
または照明レベルの変化、のうち少なくとも１つを検出するように構成された少なくとも
１つの検出器を備える、請求項１３に記載の装置。
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【請求項１５】
　実質的に本明細書に記載のスタンドミキサー装置と、添付の図２，３または４のいずれ
かに示されるようなスタンドミキサー装置との少なくともいずれかの装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ボウルの中の材料を、下向きの回転駆動差込口を有するヘッドユニットから
ボウルの中に吊り下げられる１または複数の柄付きのツールが、モータによって駆動され
、電動で動くことによって、混合またはその他の処理を行うために用いられ、１または複
数のツールの１または複数の柄を、使用のために装着することができるソケットを有する
、モータ駆動型のキッチン家電の一種であるスタンドミキサーに関する。柄付きの１また
は複数のツールの動力運動は、必須ではないが、しばしば、事実上、遊星運動である。
【背景技術】
【０００２】
　このようなミキサーは、従来、混合用のボウルを支持する台座のような、一般的にはＣ
字形の筐体と、一般的にはヘッドユニットがボウルの上部に延びるようにヘッドユニット
を支えるアップライト支持部とを有する。通常、アップライト部は、ヘッドユニットが台
座に対して上昇するようにヒンジ結合されており、ツールを回転駆動差込口の中でソケッ
トに取り付けたりソケットから取り外したりすることが容易となるようにする。
【０００３】
　ケンウッドシェフキッチンマシンのようなスタンドミキサーはよく知られており、長き
に渡って使用されてその地位を確立している。長年に渡り、この種のミキサーは、より幅
広い機能を実行するように適用および開発されてきた。そして多くのそのような製品は、
例えば、それぞれが異なるスピードと異なるトルク特性で動作する複数の追加の駆動差込
口を提供し、そしてそれらが、ブレンダーやミンサーなど幅広いタスクを実行する複数の
アタッチメントを駆動させることを可能にする。これはユーザにとって有益である。なぜ
ならば、１つの装置が選択的に複数のアタッチメントを受け入れて用いることができるた
め、複数の幅広いタスクを実行することができるためであり、そうでなければ、それぞれ
が個別のモータと関連装備を有する複数のキッチンマシンを購入し、収納する必要がある
ためである。
【０００４】
　スタンドミキサーの通常の遊星混合動作により撹拌または混合しながら、食品を加熱す
ることを可能にする加熱構成を組み込むことが提案されているように、近年の技術開発は
、依然として幅広い動作機能を有するスタンドミキサーを提供している。もちろん、加熱
構成は、ユーザ要求に応じて使用されても使用されなくてもよく、加熱温度および加熱時
間の両方が調整可能であり、ユーザが所望の加熱の程度、例えば完全な調理、部分的な調
理、または単に食材を温めるのに十分である加熱の程度を適用することができる。
【０００５】
　いずれにせよ、柄付きのツールおよびボウルを使用してスタンドミキサーで食品を調理
する場合、ボウルの中の材料がよく見えることは、調理工程上、より大きな制御を発揮す
る能力をユーザに提供するため、ユーザにとって有利である。その作業領域からボウルに
自然に入射している光は、説明したように、ボウル上のヘッドユニットおよび下向きの駆
動差込口から吊り下げられる１または複数のツールを有するスタンドミキサーの構造配置
のために少なくなる。
【０００６】
　例えばＧＢ１４６４８３８およびＣＮ２０１８６１４８２に記載されるような提案は、
家電製品のヘッドユニットの下面の上に取り付けられた電動の光源と駆動差込口からのオ
フセットとを組み込むことによって、ボウル内で加工されている材料の視認性を向上させ
るためになされている。そのような光源は、ボウルの中に有用な追加の光を提供すること
ができるが、１つの方向からだけである。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】英国特許第１４６４８３８号明細書
【特許文献２】中国特許第２０１８６１４８２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前述の特許公報に提案されているような構成では、ボウル内の混合ツールは、ボウル内
で光と反対側の材料上に影を落とし、このため、材料の視認性を損なう。
【０００９】
　いくつかの状況において、望ましくない蒸気の放出を低減することと、および、材料が
混合および加熱の少なくともいずれかがされているボウルまたは他の容器から噴出されな
いようにすることとの少なくともいずれかのために、通常透明なプラスチックの材料製の
ボウルカバーを提供することが好ましい。オプションの透明のボウルカバーが装着されて
いる場合、既存の照明装置では、ボウルの照明はさらに損なわれている。
　本発明の目的は、ボウル内部およびその材料の改良された照明を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明によれば、混合用のボウルのための台座と、電気モータと、駆動システムとを備
えるスタンドミキサー装置が提供される。駆動システムは、ボウルの上方に配置されてい
る駆動差込口であって、該駆動差込口が支持しているソケットからボウル内に吊り下げら
れているツールに混合作用を付与することができる回転駆動差込口と、上記の駆動差込口
を取り囲み、または実質的に取り囲み、混合用のボウル内に光を向けるように配置された
照明手段（好ましくは、少なくとも１つの光源を含む手段）とを有する。ソケットは、回
転駆動差込口の軸上に支持されていてもよいし、或いは、軸を中心に円軌道を描き、ソケ
ットに支持されたツールが、ソケット軸を中心に回転するとともに、本体が駆動差込口の
軸の周りを回転することによって、遊星運動を行うように、上記の軸からずれていてもよ
い。
【００１１】
　好ましい実施形態によれば、照明手段は、細長いフィラメントと、共通の透光性のカバ
ーの下に配置された、個別の光源の配列との少なくともいずれかのような拡張光源を備え
る。
【００１２】
　他の好ましい実施形態によれば、照明手段は、上記の駆動差込口の周りに分配され、そ
れぞれが個別の透光性のカバーの下に配置された、複数の個別の光源を備える。
【００１３】
　いずれにしても、混合ツールの陰影効果を大幅に低減するために、光源が、駆動差込口
を取り囲むように、または実質的に取り囲むように位置した、ボウル内の材料の改善され
た照明が提供される。
【００１４】
　好ましい実施形態によれば、１または複数の光源を、駆動差込口を取り囲む単一の透光
性のキャップ付きの筐体内に組み込む。
【００１５】
　筐体、または環状のキャップは、したがって、好ましくは、均一な照明のために発光を
最適化するための、光ガイドまたはレンズを備える。
【００１６】
　ボウルカバーが提供される場合、カバーは、照明をボウルに伝えるように構成されるこ
とが好ましく、そのような状況では、カバーは、それを通して１または複数の光源からの
光が通過することができる、環状の窓領域を有するように形成されてもよい。窓領域は、
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開孔であるか、照明を強めるために、レンズまたは光ガイドとして形成される１または複
数の要素を含むか、の少なくともいずれかであってよい。
【００１７】
　光源（単数または複数）は、例えばコントロールパネルのようなユーザインタフェース
を用いて、オンまたはオフを切り替える、および、明るさのレベルを変更する、の少なく
ともいずれかを行うように、手動で制御することができ、或いは、例えば制御部を用いて
、自動的に制御されてもよい。制御部は、周囲光レベルまたは周囲光レベルの変化、光源
（単数または複数）の照明レベルまたはその変化、または、ボウルおよび混合ツールの少
なくともいずれかへのアクセスを容易にするために持ち上げることができるボウル上に延
びるヘッドユニットを有するミキサーの、ヘッドユニットの位置または位置の変化のよう
な状態を検知するように構成された、１または複数の検出器と通信することができる。
【００１８】
　このため、スタンドミキサーは、例えば照明手段が光源（単数または複数）をオンまた
はオフし、または、照明手段の明るさまたは輝度を変化、例えば提供される照明を落とす
または明るくするように駆動する、照明手段の照明を制御するよう構成された制御部をさ
らに備えてもよい。照明手段が複数の光源を含む場合、１または複数の光源または１また
は複数のグループの光源は、それぞれ個別に制御されてよい。
【００１９】
　好ましくは、制御部は、照明手段の輝度を、駆動差込口の台座に対する位置、周囲光レ
ベル、ユーザ入力、スタンドミキサーおよび照明手段の照明の消費電力、またはこれらの
パラメータのいずれか１つの変化のうち少なくとも１つのパラメータに基づいて制御する
。
【００２０】
　本発明は、実質的に、図２－４を参照してここに説明されたようなスタンドミキサー装
置、および、図２－４中に示されたようなスタンドミキサー装置の少なくともいずれかに
及ぶ。
【００２１】
　本発明はまた、本明細書に記載されたいずれかの方法を実行すること、および、本明細
書に記載された装置の特徴のいずれかを実施すること、のうち少なくともいずれかのため
のコンピュータプログラムおよびコンピュータプログラム製品と、本明細書に記載された
いずれかの方法を実行すること、および、本明細書に記載された装置の特徴のいずれかを
実施すること、のうち少なくともいずれかのためのプログラムを格納するコンピュータが
読み取り可能な媒体とを提供する。
【００２２】
　本明細書に記載のいずれかの装置の特徴は、方法の特徴として提供されてもよく、その
逆もまた同様である。本明細書で使用される場合、ミーンズプラスファンクションの機能
は、適切にプログラムされたプロセッサおよび関連するメモリのような対応する構成の代
わりに代替的に表現されてもよい。
【００２３】
　本発明の一態様における任意の特徴は、任意の適切な組み合わせにおいて、本発明の他
の態様に適用することができる。特に、方法の態様は装置の態様に適用することができ、
その逆もまた同様である。さらに、一態様における、任意のいくつかの特徴、または、全
ての特徴は、任意の適切な組み合わせにおいて、任意の他の態様における、任意のいくつ
かの、または全ての特徴に適用することができる。
【００２４】
　本発明の任意の態様において説明および定義されるさまざまな特徴の特定の組み合わせ
は、それぞれ独立して実装、供給、および使用の少なくともいずれかがされ得ることが理
解されるべきである。
【００２５】
　本発明を明確に理解し、容易に効果的に実行することができるようにするため、実施形
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態は、以下の添付の図面を参照しながら、単に例示のため、説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１ａ】斜視図であり、代表的なスタンドミキサーを示している。
【図１ｂ】スタンドミキサーのヘッドの駆動差込口の詳細を示している。
【図２】ヘッドを起こした状態の、照明を備えたスタンドミキサーの側面を示している。
【図３】図２のミキサーの正面図である。
【図４】ミキサーのヘッドを起こした状態の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１（ａ）および図１（ｂ）を参照すると、概して符号１０で示されるスタンドミキサ
ーは、良く知られた、長年に渡ってその地位を確立しているキッチン設備の１つである。
この特定のミキサーは、加熱機能を有するが、そのような機能は、本発明に関しては任意
である。
【００２８】
　スタンドミキサーは、典型的には、混合用のボウル３０のための台座状の支持部２０（
図２から４を参照）を提供する一般的にＣ形の筐体と、操作のためボウル３０の上部に延
びるヘッド部５０を支持する一般的なアップライト支持部４０とを有する。アップライド
部４０は、互いに対して回動することができる２つの部分から形成されており、ツールを
挿入したり、ボウル３０の取付および取り外しを容易にしたりするために、ヘッド部５０
が持ち上げられるようにすることができる。ヘッド部５０は、捏ねたり、泡立てたりまた
は他の処理を行ったりするためのツール１２（図２および３参照）の柄が一時的に使用す
るために接続されるソケット６２を有する、下向きに面したモータ駆動の遊星駆動差込口
６０を支持する。ツール１２は、駆動差込口６０のソケット６２から下向きに吊り下げら
れており、ボウル３０内に到達し、その中の材料を混合する。
【００２９】
　スタンドミキサーは、汎用性の高い家電製品であり、柄付きの混合ツール１２を駆動す
るために用いられる上述の差込口６０に加えて、異なるスピードおよびトルク要求の少な
くともいずれかで付属品を駆動し、その他のタスクを実行するための、少なくとも１つの
追加の駆動差込口を通常備えている。通常、そのような追加の駆動差込口は、フードプロ
セッサーまたはブレンダーなどの高速アタッチメント、またはミンサーなどの低速／高ト
ルクアタッチメントの動作ツールを駆動するように設定することができる。
【００３０】
　通常、図１（ｂ）中に最もよく表されているように、スタンドミキサー１０の駆動差込
口６０は、それ自体が直接または間接的にヘッドユニット５０内のギアボックスから駆動
され、通常（必須ではないが）ボウル３０の中心軸と一列に並んでいる垂直中心軸６６の
周りをヘッドユニット５０に対して水平面内で回転するディスク型の部材６４により保持
されているソケット６２を有する。このためこの柄を駆動ソケット６０の中に差し込むこ
とで取り付けられたツールは、その柄の軸周りを回転し、本体は軸６６の周りを回転し、
これにより遊星運動を描く。
【００３１】
　上述の通り、スタンドミキサー１０はまた、ボウル３０の中の材料が混合作用を受けな
がら加熱されるようにする加熱手段（図示しないが、通常はベース２０の中に収容される
）を備えることもできる。加熱のメカニズムは、加熱手段が提供される場合、任意の好適
な機械または方法により提供されてよい。
【００３２】
　図２および３をさらに参照すると、第１の実施形態では、ボウルの中の材料の改善され
た照明を提供する、電動の拡張光源７０を使用する。光源は、駆動差込口６０を取り囲み
、このためソケット６２もまた取り囲んでおり、したがって混合ツール１２の影を低減す
る。これはボウルの中の照明を大幅に改善する。この実施形態では、細長いフィラメント
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またはＬＥＤのような個別の点光源の配列を含む拡張光源７０は、ヘッドユニット５０内
で単一の透明なキャップ付きの筐体の下に収容されている。そのキャップは、ギアボック
ス差込口６０のギアボックス差込口ディスク６４の周りに光ガイドまたはレンズが形成さ
れており、または組み込まれている。そのような光ガイドまたはレンズは、提供される場
合、ボウル３０の内容物の照明を最適化するように、光の広がりや方向を強化するように
構成されている。
【００３３】
　図４に示される第２の実施形態において、複数の分離した光源７２，７４および７６は
、それぞれが細長いフィラメント、または、ＬＥＤのような１または複数の個別の点光源
を含み、実質的にソケット６２を取り囲むように差込口６０の周りに分配されている。
【００３４】
　両方の実施形態において、光源７０または７２，７４および７６は、ディスク６４およ
びソケット６２が軸６６の周りを回転している間、静止し続けるように、ヘッドユニット
内に取り付けられることが好ましい。しかしながら好ましい場合、光源は、ディスク６４
とともに回転するように取り付けることもできる。
【００３５】
　代替の実施形態では、光源７０，７２，７４および７６は、ヘッドユニット５０が持ち
上げられた位置にあるときに明かりを落とすように、スタンドミキサー１０内の制御部（
不図示）によって自動的に制御される。光源がＬＥＤである場合、制御部は、例えば、ヘ
ッドユニット５０が上がることを（例えば、スタンドミキサー１０のスイッチが駆動され
ることによって）検知したとき、パルス幅の変調を用いて、ＬＥＤが明かりを落とすよう
に制御することにより、この明かりを落とす動作を達成する。ヘッドユニット５０が持ち
上げられたときに光源７０，７２，７４および７６の明かりを落とす（したがってもはや
ボウル３０上に影を落とさない）ことは、ボウル３０の領域内の不必要な明かりを防ぐこ
とができる。
【００３６】
　その代りに、制御部は、例えばボウル３０の近傍のスタンドミキサー１０の表面に位置
する光レベルセンサ（不図示）からのフィードバックを用いて、周囲光の状態に基づいて
、光源７０，７２，７４および７６を制御して適切なレベルの照明を提供し、こうして周
囲光の状態に起因したボウル３０の領域における過剰な明るさや薄暗さを回避する。光源
７０，７２，７４および７６の明るさレベルの手動制御も、必要に応じてスタンドミキサ
ー１０のユーザインタフェース４２を介して提供される。
【００３７】
　複数の光源が使用される場合、各光源は、必要に応じて、自身の個別の電源、ドライブ
、または制御回路を有する。その代わりに、２つまたはそれ以上の光源の各グループが、
それ自身専用の電源、ドライブ、または制御回路を有する。これらのグループは、隣接す
る光源からなり、あるいは、例えば、複数の光源の列に沿ってカウントして４つの光源毎
に４つのグループに分けられ、所定のグループに属する。有利には、この複数の冗長性は
、１つの電源に起因して照明配列の全体に障害が生じることを防ぐことができる。
【００３８】
　必要に応じて、スタンドミキサー１０の制御部は、光源（または光源のグループ）の故
障のような光源の状態を、例えば、制御部にフィードバックを提供するセンサーによって
検知される、ボウル３０の領域における照明レベルの変化から検知し、それに応じて、残
りの光源（または故障した光源のグループ内の光源）が補ってより発光するように駆動し
、これによって、照明の偏りや過度に薄暗い照明となることを防止する。或いは、故障検
知は、光源間の電力消費の変化を検知することによって、或いは当技術分野で既知の他の
方法によって達成される。
【００３９】
　前述の実施形態では、透明のボウルカバーは、光とボウルの間に位置しておらず、とて
も自然に、光源７０または７２，７４および７６により提供される照明が、それによって
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【００４０】
　透明のボウルカバーが光とボウルの間に位置する場合、カバーは照明がそれによって損
なわれないように設計されることが好ましい。これは例えばカバーが、１または複数の光
源に沿った環状の隙間と、カバーの部品を環状の隙間の両側に保持する薄い蜘蛛の巣状の
特徴を有するように設計することで達成することができる。或いは、カバーを、ボウル３
０の必要な領域に光を向けるのを補助するために、環状のレンズのような機能を組み込む
ように設計してもよい。
【００４１】
　前述の実施形態中の複数の光源は、スタンドミキサーに接続された商用電源から（電圧
変換および必要に応じて回路の転換の少なくともいずれかを介して）電力を供給されてい
る。これは、必須ではないが、光源は、好ましい場合、バッテリ（使い捨てまたは再充電
可能）、太陽電池、および所謂「スーパーキャパシタ」ドライバ、すなわち、二重層キャ
パシタまたは類似のデバイスを使用する駆動回路を含む、他の任意の手段のうちの少なく
ともいずれかにより電力供給される。
【００４２】
　上記の本発明は、純粋に例示のためであり、本発明の範囲内で詳細を変更することがで
きることは理解されるだろう。
【００４３】
　説明および（適切な場合）請求の範囲および図で開示されている各機能は、独立して、
または任意の適切な組み合わせで提供されてよい。
【００４４】
　特許請求の範囲に現れる参照番号は、単なる例示であり、特許請求の範囲を限定するも
のではない。

【図１ａ】 【図１ｂ】

【図２】
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【図４】
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